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第３回
９月定例会

令和７年第３回定例会を９月11日に開会し、
９月18日に閉会しました。
本議会に提案された議案12件はすべて原案とおり
認定、可決、同意しました。

令
和
７
年
度

補
正
予
算

一

般

会

計

歳
入
の
主
な
る
も
の

地
方
交
付
税

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

億
７
０
１
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
48
億
８
，
１
７
１
万

円
と
し
た
。

�○
普
通
交
付
税
の
交
付
額

の
確
定
に
伴
い
２
億
６
，

５
８
９
万
円
を
追
加
計
上
。

歳
出
の
主
な
る
も
の

�○
総
務
管
理
費
の
財
産
管

理
費
で
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
２
，０
０
０
万
円
、

地
域
福
祉
基
金
積
立
金
１

億
５
，
０
０
０
万
円
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事

業
費
で
物
価
高
騰
対
策
支

援
給
付
金
（
調
整
給
付
）

７
５
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

追
加
計
上
。

民

生

費

�○
社
会
福
祉
費
の
老
人
福

祉
費
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
委
託
料
３
６

２
万
円
を
追
加
計
上
。

国
庫
支
出
金

�○
国
庫
補
助
金
で
防
災
・

安
全
交
付
金
７
６
１
万
円

を
追
加
計
上
。

佐
藤

恵
美
子

氏

新
任

総

務

費

県

支

出

金

�○
県
補
助
金
で
青
森
県
核

燃
料
物
質
等
取
扱
税
交
付

金
２
，
３
４
１
万
円
を
追

加
計
上
。

町

債

�○
起
債
対
象
事
業
費
の
精

査
に
伴
い
過
疎
対
策
事
業

債
２
，
７
６
０
万
円
を
減

額
計
上
し
、
道
路
橋
梁
維

持
事
業
債
３
，
０
０
０
万

円
を
追
加
計
上
し
、
防
災

設
備
整
備
事
業
債
１
，
９

０
０
万
円
を
減
額
計
上
。

農
林
水
産
業
費

�○
農
業
費
の
畜
産
業
費
で

内
山
展
望
台
解
体
工
事
３

４
５
万
円
を
計
上
し
、
繁

殖
セ
ン
タ
ー
費
で
飼
料
原

料
の
高
騰
に
伴
い
飼
料
費

１
，
０
０
０
万
円
を
追
加

計
上
。

�○
水
産
業
費
の
水
産
業
振

興
費
で
製
氷
施
設
等
屋
根

改
修
工
事
６
８
８
万
円
を

計
上
。

�○
道
路
橋
梁
費
の
道
路
橋

梁
維
持
費
で
道
路
維
持
補

修
工
事
４
５
０
万
円
、
道

路
維
持
補
修
工
事
（
防
安

交
事
業
）
３
，
０
０
０
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上

し
、
道
路
維
持
補
修
工
事

（
緊
自
債
事
業
）３
，０
０

０
万
円
を
計
上
し
、
町
道

大
間
大
間
平
21
号
線
舗
装

工
事
５
０
０
万
円
、
下
水

道
費
で
大
間
町
下
水
道
事

業
会
計
負
担
金
７
２
１
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上
。

土

木

費

消

防

費

�○
災
害
対
策
費
で
津
波
避

難
誘
導
標
識
設
置
業
務
委

託
料
２
，
２
０
０
万
円
を

減
額
計
上
。

予

備

費

�○
財
政
調
整
い
た
し
ま
し

て
６
２
０
万
円
を
追
加
計
上
。

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

�○
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５

１
９
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
７

億
３
，
４
９
４
万
円
と
し

た
。後

期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

�○
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

５
１
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を

６
，２
９
８
万
円
と
し
た
。

水
道
事
業
会
計

�○
収
益
的
収
入
及
び
支
出

で
営
業
収
益
74
万
円
、
営

業
費
用
79
万
円
、
営
業
外

費
用
62
万
円
を
追
加
計
上

し
、
収
益
的
収
入
の
総
額

を
１
億
７
，１
７
３
万
円
、

収
益
的
支
出
の
総
額
を
１

億
７
，
０
７
５
万
円
と
し

た
。

�○
資
本
的
収
入
及
び
支
出

で
負
担
金
１
，
５
９
０
万

円
、
建
設
改
良
費
１
，
５

９
０
万
円
を
減
額
計
上
し
、

資
本
的
収
入
の
総
額
を
２

億
４
，
４
３
４
万
円
、
資

本
的
支
出
の
総
額
を
３
億

３
，１
１
３
万
円
と
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計

�○
収
益
的
収
入
及
び
支
出

で
営
業
外
収
益
２
８
０
万

円
、
営
業
費
用
５
４
０
万

円
、
営
業
外
費
用
27
万
円

を
追
加
計
上
し
、
収
益
的

収
入
の
総
額
を
２
億
１
，

６
３
６
万
円
、
収
益
的
支

出
の
総
額
を
２
億
35
万
円

と
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長

再
任 教

育
委
員
会
委
員

古
畑

龍
泉

氏

再
任 人

権
擁
護
委
員
会

岩
本

浩
也

氏

９ 月 定 例 会
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監
査
委
員
か
ら

審
査
の
結
果

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
書
並
び
に
水
道
事
業
会
計
決
算
書
、
下
水

道
事
業
会
計
決
算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
及
び

財
産
に
関
す
る
調
書
は
、
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
諸
帳
簿
そ
の
他
証
書
類
と
照

合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
確
認
し

た
。ま

た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
を
示
す
書
類

の
計
数
に
つ
い
て
も
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証

書
類
と
符
合
し
て
お
り
誤
り
の
な
い
も
の
と

認
め
ら
れ
た
。

留
意
改
善
を
要
す
る
事
項

一
般
会
計
の
収
入
未
済
額
の
主
な
る
も
の

は
町
税
で
あ
る
。
特
別
会
計
の
各
会
計
の
未

済
額
も
対
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
。

不
能
欠
損
処
理
も
毎
年
行
わ
れ
、
令
和
６
年

度
は
前
年
度
と
比
較
し
て
少
額
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
平
等
性
や
住
民
感
情
を
考
慮
す

る
と
時
効
中
断
の
作
業
等
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

町
税
及
び
各
特
別
会
計
の
収
納
対
策
と
し

て
、県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構
へ
依
頼
し
、

収
納
率
向
上
を
図
っ
て
い
る
が
、
各
種
税
に

お
い
て
は
未
収
額
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
注
目
の
高
い
当
町
の
大

間
マ
グ
ロ
を
目
玉
と
し
た
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
に
お
い
て
は
増
額
傾
向
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
も
各
関
係
機
関
と
連

携
し
た
施
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
公
金
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、

職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
公
務
員
と
し
て
の
立
場
を

改
め
て
認
識
し
、
事
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

歳入・歳出諸決算審査特別委員会報告
令和６年度

歳入・歳出諸決算を
①一般会計
歳入 収入済額 51億8,409万7,727円 収入未済額 6,069万2,182円 予算額との比較 263万5,273円
歳出 支出済額 50億 475万6,864円 不用額 1億8,197万6,136円

歳入 収入済額 8億1,936万5,734円 収入未済額 1億1,603万9,867円 予算額との比較 4,081万2,266円
歳出 支出済額 8億1,297万3,074円 不用額 4,720万4,926円

歳入 収入済額 7,255万9,639円 収入未済額 292万2,200円 予算額との比較 △263万8,639円
歳出 支出済額 6,547万9,991円 不用額 444万1,009円

歳入 収入済額 6億6,073万7,149円 収入未済額 1,453万1,544円 予算額との比較 1,470万3,851円
歳出 支出済額 6億2,258万7,853円 不用額 5,285万3,147円

【１】収益的収入及び支出 【２】資本的収入及び支出

収入
決算額 1億7,124万5,630円 決算額 2億4,558万3,921円
予算額に比べ決算額の増減 82万8,630円 予算額に比べ決算額の増減 △26万9,079円

支出
決算額 1億6,428万9,604円 決算額 3億2,924万8,337円
不用額 704万 396円 不用額 602万2,663円

※資本的収入額が、資本
的支出額に不足する額
8,366万4,416円は当年度
分消費税資本的収支調整
額1,403万6,155円、当年
度分損益勘定留保資金
6,264万367円、繰越利益
剰余金698万7,894円で補
填した。

②国民健康保険特別会計

③後期高齢者医療特別会計

④介護保険特別会計

⑤水道事業会計

【１】収益的収入及び支出 【２】資本的収入及び支出

収入
決算額 1億9,225万 667円 決算額 1億2,294万6,400円
予算額に比べ決算額の増減 1,830万9,667円 予算額に比べ決算額の増減 △73万8,600円

支出
決算額 1億9,531万8,769円 決算額 1億5,554万 568円
不用額 △2,606万9,769円 不用額 556万4,432円

※資本的収入額が、資本
的支出額に不足する額
3,259万4,168円は引継金
494万7,303円、当年度分
損益勘定留保資金2,764
万6,865円で補填した。

⑥下水道事業特別会計

歳入･歳出諸決算認定
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カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
の
震
源
と

す
る
地
震
が
発
生
し
大
間
町
に
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
。
町
の
初
動
対
応
は
？

町
長９

時
45
分
に
町
内
全
域
に
避
難
指
示

を
発
令
、
町
内
７
箇
所
に
避
難
所
を
開

設
し
、
防
災
無
線
で
町
内
に
周
知
を
図

る
と
と
も
に
避
難
者
に
水
と
食
料
の
配

布
を
行
っ
た
。

津
波
警
報
が
長
期
化
す
る
こ
と
を
見

込
み
、
14
時
10
分
に
は
、
開
設
し
た
避

難
所
に
食
料
、
水
、
毛
布
な
ど
を
追
加

で
搬
入
。
21
時
16
分
に
町
内
の
避
難
指

示
を
解
除
し
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
警

戒
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、
順
次
避
難

所
の
閉
鎖
を
進
め
避
難
者
が
残
っ
て
い

た
大
間
小
学
校
を
除
き
22
時
に
避
難
所

を
閉
鎖
。
大
間
小
は
、
翌
朝
７
時
30
分

に
避
難
者
が
退
所
し
閉
鎖
。 堺 祐介 議員

質問時間 45分

������������������７月30日津波警報発令
����������������������避難状況と課題を問う!!

再
質
問

当
日
の
避
難
所
の
運
営
体
制
と
避
難

状
況
は
？

町
長大間

小
、大
間
中
、勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
、
奥
戸
交
流

館
、
奥
戸
小
、
農
村
婦
人
の
家
の
７
箇

所
を
開
設
。

職
員
は
各
施
設
２
名
体
制
と
し
、
17

時
以
降
は
４
時
間
ご
と
に
交
替
と
し
て

対
応
。

避
難
者
数
は
、最
も
多
か
っ
た
の
は
、

30
日
の
11
時
30
分
時
点
の
２
１
７
人

で
、
18
時
時
点
の
避
難
者
は
16
人
。

再
質
問

避
難
さ
れ
た
方
の
数
を
、
避
難
所
別

に
お
聞
き
し
た
い
。

参
事
兼
総
務
課
長

大
間
小
で
60
名
、
奥
戸
小
が
11
名
、

大
間
中
が
18
名
、開
発
セ
ン
タ
ー
42
名
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
22
名
、
奥
戸
交

流
館
が
21
名
、材
木
婦
人
の
家
が
２
名
、

役
場
に
も
41
名
。

再
質
問

学
校
を
除
く
指
定
さ
れ
た
避
難
所
に

エ
ア
コ
ン
も
な
い
状
態
で
、
熱
中
症
の

リ
ス
ク
も
あ
る
と
思
う
が
対
応
は
？

参
事
兼
総
務
課
長

学
校
で
は
、
空
き
教
室
を
開
放
し
エ

ア
コ
ン
の
設
置
し
た
部
屋
を
活
用
。

未
設
置
の
施
設
に
関
し
ま
し
て
は
、

窓
を
開
け
て
風
を
通
し
、
多
め
に
飲
み

物
の
配
布
を
行
っ
て
水
分
を
と
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
対
応
。

避
難
所
に
、
エ
ア
コ
ン
等
の
設
置
を

含
め
て
今
後
の
検
討
課
題
。

町
長令

和
５
年
度
か
ら
一
人
暮
ら
し

に
関
わ
る
自
力
避
難
が
困
難
な
方

の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め

て
お
り
、
７
月
30
日
時
点
で
17
人

の
避
難
計
画
を
作
成
し
て
お
り
ま

す
。消

防
団
や
関
係
者
に
よ
る
声
掛

け
、
避
難
支
援
も
実
際
に
行
わ
れ

計
画
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
等
の
災
害
直
後
は
、
行
政

や
消
防
が
迅
速
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
た
め
地
域
で
助

け
合
う
共
助
が
重
要
で
す
。

今
後
も
計
画
作
成
や
支
援
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
、
町
民
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
避
難
対
応
は
？

町
長水

を
も
っ
と
提
供
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

避
難
者
の
方
に
は
、
避
難
者
１

人
に
１
本
ず
つ
配
布
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
追
加
を
求
め
る
声
が
多

か
っ
た
た
め
追
加
配
布
を
行
っ

た
。避

難
目
的
地
地
点
へ
避
難
さ
れ

た
方
か
ら
、
暑
さ
の
中
で
屋
外
に

留
ま
る
こ
と
が
厳
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

避
難
目
的
地
地
点
は
、
津
波
か

ら
逃
れ
安
全
を
確
保
す
る
目
安
の

場
所
で
あ
り
避
難
所
へ
移
動
し
て

い
た
だ
く
よ
う
防
災
訓
練
等
で
周

知
し
て
い
た
と
こ
ろ
。

避
難
所
へ
の
職
員
配
置
に
つ
い

て
は
、
顔
見
知
り
の
職
員
が
い
た

ほ
う
が
安
心
で
き
る
と
い
う
ご
意

見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

必
ず
し
も
そ
の
地
域
に
住
む
職

員
を
配
置
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
円
滑
な

避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う
可
能

な
限
り
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

避
難
者
か
ら
の
要
望
や
意
見
は
？

一 般 質 問
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傳法 正広 議員

質問時間 40分

基
幹
産
業
と
し
て
支
え

続
け
、
そ
の
役
割
を
終
え

た
漁
船
が
海
岸
一
帯
に
放

置
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。こ

の
状
態
を
町
長
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
よ

う
な
解
決
策
を
考
え
て
い

る
の
か
？

町
長基

本
的
に
古
く
な
っ
た

り
、
壊
れ
て
使
用
し
な
く

な
っ
た
漁
船
は
、
所
有
者

の
責
任
で
適
切
に
処
分
す

る
こ
と
と
な
る
。
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
漁
船
の
放

置
は
、
港
の
機
能
低
下
の

要
因
と
な
り
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
有
効
な
手
段
が
見
い
出

せ
な
い
状
況
。

再
質
問

漁
船
は
個
人
財
産
な
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
負

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
何
故
そ
の
漁
業
者
が

廃
船
処
理
を
で
き
な
い
の

か
？
そ
の
理
由
は
何
だ
と

お
考
え
か
？

町
長所

有
者
が
亡
く
な
っ
た

と
か
、
高
齢
化
に
よ
り
や

は
り
所
得
が
少
な
く
解
体

費
の
支
払
い
が
難
し
い
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問

漁
業
者
・
漁
協
だ
け
で

は
前
に
進
め
て
い
け
な
い

の
が
実
態
。
そ
こ
で
、
町

と
し
て
、
漁
協
や
漁
業
者

の
声
を
代
弁
し
、
制
度
設

計
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

可
能
性
が
生
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考

え
は
？

町
長こ

の
廃
船
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
何
箇
所
か

見
つ
け
て
ま
す
。
そ
れ
ら

を
参
考
に
町
の
財
源
が
許

す
限
り
に
お
い
て
、
今
後

対
策
と
し
て
考
え
て
い

く
。再

質
問

国
・
県
が
制
度
化
に
至

る
ま
で
は
多
難
で
あ
り
、

そ
れ
相
応
の
時
間
が
か
か

る
。
拠
り
所
が
な
い
船

は
、
結
局
将
来
的
に
町
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

関
心
が
あ
る
方
々
に
つ
い

て
は
、
漁
業
者
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
施
策
が
す

ご
く
大
事
。
制
度
設
計
を

政
策
と
し
て
取
り
上
げ
る

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
お
考
え
は
？

町
長漁

協
と
と
も
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
全
国

の
調
べ
か
ら
補
助
制
度
を

実
施
し
て
い
る
町
が
２
つ

ほ
ど
あ
る
。
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

再漁
民
の
皆
さ
ん
が
廃
船

処
理
に
関
し
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
施
策
・
政
策
を

実
行
し
て
頂
き
た
い
。

※
「
東
奥
日
報
：
令
和
７

年
10
月
２
日
」１
面
に『
放

置
漁
船
ハ
マ
に
重
荷
』
の

タ
イ
ト
ル
で
取
り
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
間
漁
協
が
ア
イ
ナ
メ
放

流
、
ナ
マ
コ
放
流
、
ア
ワ

ビ
資
源
管
理
等
を
、
奥
戸

漁
協
が
ヒ
ト
デ
駆
除
等
を

行
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
両
漁
協

と
も
担
い
手
と
な
る
後
継

者
不
足
等
が
あ
り
ま
す

が
、
各
種
事
業
を
展
開
し

漁
業
活
性
化
を
図
り
、
所

得
向
上
に
資
す
る
こ
と
で

課
題
克
服
と
考
え
て
い

る
。
今
後
両
漁
協
と
協
議

を
行
い
事
業
を
展
開
し
て

い
く
。

再
質
問

各
事
業
実
施
で
は
、
そ

の
継
続
性
が
必
要
で
効
果

も
見
え
ず
ら
い
と
こ
ろ
に

直
面
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
環
境
も
変
化
し
大
間

に
合
っ
た
育
て
る
漁
業
と

い
う
の
は
何
か
を
方
向
転

換
を
計
り
考
え
て
い
く
べ

き
。
新
た
な
取
り
組
み

は
？町

長継
続
的
な
も
の
は
や
っ

て
ま
す
が
、
漁
業
振
興
協

議
会
と
協
議
の
上
で
、
ナ

マ
コ
を
種
苗
セ
ン
タ
ー
養

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

大
間
町
海
岸
一
帯
の

�
�
�
�
��
�
��
�
�
�

�
�
�
�
��
�
��
�
�
�

放
置
漁
船
(廃
船
)に
つ
い
て

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

業
が
衰
退
傾
向
に
あ
る

が
、
賑
わ
い
を
創
出
し
、

か
つ
生
活
の
生
業
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
振
興
策

を
考
え
て
い
る
の
か
？

町
長奥

戸
漁
業
協
同
組
合
で

海
苔
養
殖
を
行
っ
て
い

る
。
水
産
振
興
事
業
補
助

金
で
、
大
間
漁
協
が
ウ
ニ

移
植
事
業
・
仔
ダ
コ
放
流

を
、
奥
戸
漁
協
は
経
営
強

化
対
策
事
業
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
地
域
沿
岸
振
興

対
策
事
業
費
補
助
金
で
、

殖
と
買
い
付
け
放
流
の
２

段
階
で
実
施
し
期
待
し
て

い
る
。

再
質
問

後
継
者
不
足
は
、
こ
れ

か
ら
の
水
産
振
興
に
は
重

要
な
こ
と
。
独
自
の
政
策

と
し
て
町
が
取
り
組
む
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
？

町
長大

間
の
漁
業
と
い
え
ば

マ
グ
ロ
が
あ
り
、
マ
グ
ロ

に
関
し
て
は
、
結
構
若
い

方
の
後
継
者
が
増
え
て
る

段
階
。
減
っ
て
る
の
は
沿

岸
漁
業
の
コ
ン
ブ
や
ナ
マ

コ
漁
で
、
で
き
れ
ば
、
ナ

マ
コ
で
所
得
水
準
を
上
げ

魅
力
に
つ
な
げ
沿
岸
漁
業

の
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
み
た
い
。

再漁
業
振
興
で
は
、
つ
く

り
育
て
る
漁
業
、
新
規
就

業
者
の
確
保
が
重
要
な
の

で
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
。
漁
業
者
の
生

業
を
守
る
た
め
に
、
町
が

率
先
し
て
課
題
解
決
す
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

基
幹
産
業
と
さ
れ
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

水
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

一 般 質 問
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８
月14日

大
間
町
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

15
日

令
和
７
年
度
大
間
町
20
歳
の
つ
ど
い

20
日
～
23
日

下
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
県
外
行
政
視

察
研
修
（
大
阪
府
・
議
長
及
び
事
務
局
）

24
日

下
北
半
島
み
ち
づ
く
り
総
決
起
大
会
２
０
２
５

（
む
つ
市
・
議
長
)

26
日

例
月
出
納
検
査
（
宮
野
議
会
選
出
監
査
委
員
）

27
日
～
29
日

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
東
京

都
・
堺
委
員
長
及
び
山
崎
副
委
員
長
並
び
に
吉

田
委
員
）

９
月２日

大
間
・
函
館
フ
ェ
リ
ー
航
路
対
策
特
別
委
員
会

９
日

議
会
運
営
委
員
会

10
日

む
つ
総
合
病
院
病
棟
整
備
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

（
む
つ
市
・
議
長
）

11
日

第
３
回
大
間
町
議
会
定
例
会
開
会

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

12
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会
及
び
産
業
民
生
常
任
委

員
会

16
日

歳
入
歳
出
諸
決
算
審
査
特
別
委
員
会

17
日

一
般
質
問
・
議
案
審
議

議
会
広
報
編
集
委
員
会

18
日

議
案
審
議

第
３
回
大
間
町
議
会
定
例
会
閉
会

19
日

県
町
村
議
会
議
長
会
郡
事
務
局
長
会
議
（
青
森

市
・
事
務
局
長
）

21
日

大
間
中
学
校
体
育
祭

22
日

秋
の
交
通
安
全
及
び
防
犯
パ
レ
ー
ド
（
旧
フ
ェ

リ
ー
埠
頭
・
議
長
）

25
日

例
月
出
納
検
査
（
宮
野
議
会
選
出
監
査
委
員
）

特別委員会･議会のうごき･議会のできごと①

議
会
の
う
ご
き

（
令
和
７
年
８
月
～
10
月
）

（
大
間
・
函
館
フ
ェ
リ
ー

航
路
対
策
特
別
委
員
会
）

案
件

１
．
大
間
・
函
館
航
路
存

続
に
向
け
て
経
過
報
告
に

つ
い
て

（
１
）
今
年
度
の
、
こ
れ

ま
で
の
動
き

①
５
月
12
日

町
長
が
意
見
交
換
の

場
で
「
国
に
お
い
て
防

災
船
舶
の
建
造
と
航
路

の
維
持
、
ま
た
は
、
自

治
体
に
お
い
て
防
災
船

舶
及
び
航
路
維
持
に
係

る
補
助
金
の
創
設
」
を

要
望

②
５
月
16
日

企
画
経
営
課
担
当
者

が
、鉄
道
･運
輸
機
構
及

び
内
海
造
船
株
式
会
社

東
京
支
社
と
情
報
交
換

③
５
月
20
日

企
画
経
営
課
担
当
者

が
、
内
閣
府
原
子
力
防

〔
令
和
７
年
９
月
２
日
〕

災
担
当
と
面
談

④
５
月
27
日

企
画
経
営
課
担
当
者

が
下
北
期
成
同
盟
会
担

当
課
長
会
議
に
て
１
．

運
航
実
績
及
び
決
算
、

２
．
令
和
７
年
度
の
大

間
町
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
（
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
：
県
の
地
域
交
通
・

連
携
課
職
員
が
出
席
）

⑤
５
月
28
日

前
回
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
参
加
の
三
菱
造
船
株

式
会
社
が
当
町
で
情
報

交
換

⑥
６
月
８
日

内
海
造
船
株
式
会
社

に
対
し
、
新
船
建
造
費

の
見
積
り
を
依
頼
（
８

月
４
日
に
見
積
り
算
出

が
厳
し
く
、
参
考
ま
で

に
隠
岐
広
域
連
合
の
新

船
建
造
費
を
目
安
に
。

と
の
回
答
）

（
２
）
造
船
業
の
現
状
で

は
、
世
界
的
に
は
造
船

業
は
活
況
を
呈
し
て
お

り
、
環
境
に
配
慮
し
た

船
舶
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
一
方
、
国
内

で
は
内
航
海
運
事
業
者

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

造
船
所
は
数
年
先
ま
で

契
約
が
埋
ま
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

旅
客
船
を
建
造
で
き
る

造
船
所
も
限
定
さ
れ
て

き
て
い
る
。

（
３
）
新
船
建
造
に
向
け

て
の
課
題
で
は
、
現
在

の
大
函
丸
の
建
造
費
は

26
億
４
０
０
万
円
。

（
内
訳
：
青
森
県
が
５

億
、
大
間
町
が
21
億
４

０
０
万
円
を
負
担
）
島

根
県
の
隠
岐
広
域
連
合

で
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
決
定
の
事
業
費

を
参
考
と
し
て
も
、
今

後
の
動
向
次
第
で
は
、

金
額
が
大
き
く
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
。

（
４
）
新
船
建
造
費
の
財

源
は
、
現
時
点
で
の
見

込
み
。（
公
共
施
設
維

持
運
営
基
金
、
原
子
力

（
大
間
原
子
力
発
電
所
対

策
特
別
委
員
会
）

案
件

１
．
新
規
制
基
準
適
合
性

審
査
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
審
査

開
始
を
踏
ま
え
、「
敷
地

の
地
質・地
質
構
造
」、「
津

波
の
評
価
」、並
び
に「
⽕

⼭
影
響
評
価
」
等
の
報
告

プ
ラ
ン
ト
施
設
の
審
査

は
、
地
震
・
津
波
の
審
査

に
お
け
る
⼤
き
な
論
点
で

基
準
地
震
動
が
確
定
し
た

こ
と
を
受
け
、
建
設
中
プ

ラ
ン
ト
の
特
性
を
活
か
し

た
安
全
対
策
、
そ
れ
か
ら

適
合
性
審
査
に
お
け
る
主

な
論
点
等
に
つ
い
て
説
明

Ｍ
Ｏ
Ｘ
炉
⼼
に
係
る
新

知
⾒
、
重
⼤
事
故
等
対
処

施
設
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実

施
の
対
応

事
業
者
と
し
て
は
、
２

�
�
�
�


特
別
委
員
会

発
電
施
設
等
立
地
地
域

基
盤
整
備
支
援
事
業
交

付
金
等
）

〔
令
和
７
年
９
月
11
日
〕
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26
日

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
（
青
森
市
・
議
長

及
び
事
務
局
長
）

27
日

第
４
回
本
州
最
北
端
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
ウ
イ
ン

グ
・
議
長
）

28
日
～
30
日

北
海
道
泊
原
子
力
発
電
所
及
び
函
館
送

変
電
統
括
事
業
所
視
察

(北
海
道
泊
村
及
び
函
館
市
・
議
員
及
び
事
務

局
）

10
月５日

第
50
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
剣
道
競
技
会
兼
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
剣
道
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
青
森
県
予
選
会
（
大
間

中
学
校
・
議
長
）

７
日

大
間
原
子
力
発
電
所
三
ヶ
町
村
協
議
会
（
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
リ
ー
」・
正
副
議
長
及

び
大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会
副
委

員
長
並
び
に
事
務
局
長
）

８
日

議
会
広
報
編
集
委
員
会

９
日
～
10
日

下
北
郡
町
村
議
会
議
員
及
び
事
務
局
職

員
合
同
研
修
会
（
青
森
市
・
議
員
及
び
事
務
局
）

11
日

大
間
小
学
校
学
習
発
表
会

15
日
～
17
日

監
査
委
員
全
国
研
修
会
（
東
京
都
・
宮

野
議
会
選
出
監
査
委
員
及
び
事
務
局
長
）

18
日

奥
戸
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
学
芸
会

21
日
～
22
日

正
副
議
長
・
各
種
常
任
委
員
長
・
議
会

運
営
委
員
長
・
事
務
局
長
研
修
会
（
青
森
市
・

正
副
議
長
及
び
各
常
任
委
員
長
、
議
会
運
営
委

員
長
並
び
に
事
務
局
長
）

22
日

議
会
広
報
編
集
委
員
会

23
日

下
北
総
合
開
発
期
成
同
盟
会
重
点
要
望
活
動

（
青
森
市
・
議
長
及
び
事
務
局
長
）

29
日

例
月
出
納
検
査
（
宮
野
議
会
選
出
監
査
委
員
）

29
日
～
11
月
１
日

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

０
２
５
in
と
っ
と
り
（
鳥
取
県
・
議
長
）

０
２
６
年
10
月
ま
で
に
説

明
を
終
え
る
計
画
を
提
⽰

し
て
お
り
、
今
後
も
、
効

率
的
に
審
査
が
進
む
よ

う
、
原
⼦
⼒
規
制
委
員
会

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
適
宜
調

整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

２
．
建
設
・
運
転
差
止
等

請
求
訴
訟
の
審
理
状
況
に

つ
い
て

•
住
民
の
訴
訟
に
つ
い
て

前
回
原
特
委
以
降
、

口
頭
弁
論
期
日
は
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
次
回

第
15
回
口
頭
弁
論
は
９

月
30
日
。
今
後
３
回
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

•
函
館
市
の
訴
訟
に
つ
い

て
第
34
回
口
頭
弁
論
期

日
が
９
月
２
日
に
開
催

さ
れ
、
原
告
及
び
国
が

準
備
書
面
を
提
出
。

第
35
回
口
頭
弁
論
は

12
月
24
日
、
第
36
回
口

頭
弁
論
は
３
月
９
日
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

令和７年度下北郡町村議会議員及び事務局職員研修会

●
●
●

青森市
10月９日

研修会

令和７年度町村議会広報研修会

●
●
●

東京都
渋谷公会堂
８月28日

研修会

特別委員会･議会のうごき･議会のできごと①
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編

後
記

集
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
短
い
秋
の
涼

し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

浜
を
見
渡
せ
ば
昆
布
漁
の
最
盛
期
も

終
え
、
ブ
リ
や
マ
グ
ロ
の
豊
漁
に
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。
太
平
洋
側
で
は
イ

カ
も
昨
年
と
比
べ
豊
漁
の
よ
う
で
す

が
、
前
沖
の
海
峡
は
賑
わ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
物
価
高
騰
の
な
か
昆
布
は
若
干

高
値
で
取
引
さ
れ
、
少
し
は
家
計
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
た
か
な
？

こ
れ
か
ら
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
長
い

冬
の
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
住
民
み
な

さ
ん
が
健
康
で
ご
家
族
の
団
ら
ん
が
末

長
く
続
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

記
【
傳
法
】

議
会
広
報
編
集
委
員

委
員
長

堺

祐

介

副
委
員
長

山

崎

一

利

委

員

傳

法

正

広

吉

田

安

男

佐
々
木

信

彦

泊原子力発電所・函館送変電統括事業所・古川ケーブルヘッド

●
●
●

北海道
泊村～
函館市
９月28日～
30日

視察

東通村営牧場・東通村農産物加工センター

●
●
●

東通村
７月24日

視察

議会のできごと②


